
人材の育成、

働く場所、地域の連携・・・

どれを欠いてもCOC+は

成功しないよ！

「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業
（COC+）」に採択されました！

特集

現在、急激な少子高齢化や人口減少、特に若者

人口の減少が大きな問題となっています。さらに若

者人口の県外流出により、県内地域の過疎化、経

済規模の縮小が懸念されています。

このたび、三重大学は文部科学省「地（知）の拠

点大学による地方創生推進事業（COC+）」に採択

されました。採択された各国立大学は地域社会の

中心となり、各地域が抱える問題の解決に取り組

みます。

今回の特集では、三重大学のCOC+事業におけ

る事業内容と、今後の意気込みを紹介します。

三重大学の卒業生の県内就職率は33％程度に

留まっています。三重大学を卒業した人材にもっと

三重県で活躍してもらうためには、三重県の特色

や問題を把握し、何より三重県を愛する地域に根

ざした人材の育成が必要です。

しかし、地域の雇用創出と、就職率の向上を実

現するためには、三重大学だけの取り組みでは不

十分です。地元企業や自治体、教育機関など、三重

県内の全てのCOC+参画機関が力を合わせ、「地方

創生」に向けて取り組むことが重要です。

COC+とは？
「三重創生ファンタジスタ」資格認定副専攻コース

三重創生ファンタジスタ

COCは

Center of Communityの略で、

「地域の中核的存在」という

意味なんだよ！

教育・研究を通して

育成した人材を

地域に貢献することも

国立大学の役割だよ！

三重県みんなが

一丸となって

がんばろう！

国立大学が地方の自治体や企業と協働し、地方の雇用創出と
就職率向上を目指す！！

●インターンシップ・就職データベース構築
●実務家教員・地域課題専門家データベース構築
●研究会・FD/SDの共同開催

◎地域人材の育成で地方創生を目指す！

◎三重創生ファンタジスタとは！？

COC+は
始まったばかり！
今後の取り組みを
ご期待ください！

三重大学理事（教育担当）・副学長　山本 俊彦

三重大学長

駒田 美弘

三重大学は、地域イノベーション大学として、地方創生、地域の活性化
に取り組んでいます。その戦略として、
①地域人材の育成と若者を地域に止め置く機能
②研究成果を地域に還元する機能と地域の様々な主体となるハブ機能
③地域の力の発信する機能
を強化していきます。この3つの機能強化の中で、「地域人材の育成と
若者を地域に止め置く機能の強化」は、まさに「地（知）の拠点大学による
地方創生推進事業（COC+事業）」の目的でもあります。今回のCOC+事業
計画の策定には、三重県、県内の29市町、県内高等教育機関、および企
業の皆様方に全面的にご協力をいただきましたし、今後の事業実施にお
いてもしっかりと協働して取り組んでいく予定です。鈴木英敬三重県知
事、および県内29市町の首長様には直接お会いして、COC+事業を含む
三重大学の機能強化構想にご協力いただくことをお願いしました。と同時
に、地方創生における三重大学の責務がいかに重いものであるかも痛感
しました。三重大学は、「三重県における地方創生の地（知）の拠点」とし
て、不退転の決意を持って、本事業に取り組みたいと思います。

民間団体自治体

県内大学 教育機関

企 業

COC+参加校／三重大学

地域の課題解決
※県内5地域にCOC+推進コーディネーターを配置

●インターンシップの受け入れ
●「三重創生ファンタジスタ」資格認定副専攻
コースへの教員人材派遣
●研究会・シンポジウムへの協力

●三重県の自然・地理・歴史・
文化・産業・教育・医療の実
態について学び直す

●講義形式中心（ゲストスピ
ーカーの招聘）

●創造力・問題発見・探究力・
郷土愛

●「スタートアップ・セミナー」
（全学必修科目）

COC+参加校三重県
学
官 産

食と観光分野

次世代産業分野

医療・健康・福祉分野

北勢

伊賀

中勢

東紀州

伊勢志摩

●インターンシップの受け入れ
●「三重創生ファンタジスタ」資格認定副専攻
コースへの教員人材派遣
●研究会・シンポジウムの共同開催
●高大連携事業の充実
●県内高等教育機関や地域との連携による

学生確保、県内就職支援等の促進

地方創生のエンジンとして活躍

食と観光分野 次世代産業分野

3つの科目群から12単位以上修得

地域志向科目群
（必修・選択必修）

4単位以上
●地域に入り、地域の活動に

参画することを通して、現
状や課題を体験的に理解
する

●PBLセミナー、熟議・討論
型授業、インターンシッ
プ、実習（現地・現場）

●コミュニケーション力、実
践・行動力、情報収集・分
析力、理解・判断力

地域実践交流科目群
（選択）
2単位以上

●地域の人と協働しながら、
地域や産業の活性化・再生
にむけたプロジェクトや共
同研究を組織し、アイデア
やプランを提案する

●プロジェクト、共同研究、プ
レゼンテーション

●柔軟な発想・構想力、複眼
的・俯瞰的な思考、企画・計
画力、リーダーシップ

地域イノベーション学科目群
（選択）
2単位以上

１～２年次 ２～３年次 ３～４年次

医療・健康・福祉分野

「ファンタジスタ」には、「地域創生のエンジンと
して、状況や事態を的確に把握し、複眼的な視点
から、柔軟で想像力と創造力に富んだ発想や思考
ができ、行動力とリーダーシップを発揮しながら、
周りの人と協働できる人」という思いが託されてい
ます。新たにスタートする「三重創生ファンタジス
タ」資格認定副専攻コースは、「地域志向科目群」・
「地域実践交流科目群」・「地域イノベーション学科
目群」の3つのステージと、「食と観光」・「次世代産
業」・「医療・健康・福祉」の3つの分野で構成されて
います。それぞれのステージと授業は、教室で完結
する教育や学修ではなく、「知る」（三重県や地元を
再発見し再認識する）―「学ぶ」（自らの体験・経験
を通してリアルな今を学ぶ）―「考える」（知識や経
験を再構成し、自らのプランやアイデアを提言・発
信する）という体系として構成するカリキュラムで
あり、理論と現場実践の往還として展開するプログ
ラムです。地域イノベーションのリーダーとして、一
つの事柄、自分の専門を多様な視点からとらえて
いく力を身につけて欲しい。そのため、必要に応じ
て他学部で開設されている授業が履修できるよう
な学部横断的な学修の広がりを持つカリキュラム
として整備していく予定でもあります。

「ファンタジスタ」は

優れた選手を指す

サッカー用語だよ！

「ファンタジスタなら安心」

と言ってもらえるような

人材育成を目指すよ！

地元、三重を力づけ、活力
に満ち、やりがいと生きがい
の漲る三重を創り支えるファ
ンタジスタとして、その力を発
揮してほしい。

みなぎ

しょうへい
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